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Link 2000+への参画

MaastrichtMaastricht CPDLC TrialCPDLC Trialへの参画への参画

当社では１９９８年以来、当社では１９９８年以来、Maastricht Maastricht UACUACでのでのCPDLC CPDLC 
TrialTrialに積極的に参画している。に積極的に参画している。

1998.6  1998.6  PETAL PETAL --ⅡⅡ 運用開始運用開始

2002.3  2002.3  トライアルに参画トライアルに参画((FRAFRA離発着の離発着のB747B747--400)400)

2003.6  LINK 20002003.6  LINK 2000＋＋ 運用開始運用開始

2004.1  2004.1  トライアルに参画トライアルに参画((当初は当初はFRAFRA離発着の離発着のB747B747--
400400がが対象、その後対象、その後LHRLHR離発着の離発着のB777B777--200ER200ERがが
対象対象)            )            
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Link 2000+への参画

20052005年１月ー８月の運用実績年１月ー８月の運用実績

Total FLTTotal FLT数数 Log OnLog On成功成功 CPDLCCPDLC成功成功

All Airlines        11,196                10,239                All Airlines        11,196                10,239                8,7078,707

(91.4%)     (91.4%)     (77.8%)(77.8%)

JAL                        395                     381          JAL                        395                     381          368368

(96.4%)    (96.4%)    (93.2%)(93.2%)
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Link 2000+への参画

20052005年１月ー８月の運用実績年１月ー８月の運用実績

UP LINK MSG UP LINK MSG All Airlines             All Airlines             JALJAL

1.Check Stuck 1.Check Stuck Mic                                    Mic                                    31                            031                            0

2.Transfer of COM INST                2.Transfer of COM INST                12,652                        60212,652                        602

3.Level Change INST 3.Level Change INST 3,721                        210 3,721                        210 

4.Next SSR SQ Code, SQ ID               2,449                   4.Next SSR SQ Code, SQ ID               2,449                   222222

5.Route INST                                        7,004       5.Route INST                                        7,004       425425

DOWN LINK MSGDOWN LINK MSG

1.Request direct to position                     190            1.Request direct to position                     190            1818

2.Request Level                                       237       2.Request Level                                       237       3939
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北京空港のDATALINK DCL

DATALINK DCLDATALINK DCLとは？とは？

出発前の管制承認（出発前の管制承認（Departure ClearanceDeparture Clearance）を）をVHFVHFによる音声通信ではなく、による音声通信ではなく、

データリンクを介して取得する方法。データリンクを介して取得する方法。

機上の機上のACARSACARSを通じて、文字媒体の管制承認を取得する。を通じて、文字媒体の管制承認を取得する。

管制官は管制官はSITASITA社などの端末及びシステムを使用して、航空機に管制承認社などの端末及びシステムを使用して、航空機に管制承認

を送信する。を送信する。

→北京空港の場合は→北京空港の場合はSITASITAののAIRCOM CleverAIRCOM Cleverを導入を導入
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データリンクに必要な航空機のソフトウェアデータリンクに必要な航空機のソフトウェア

ARINCARINC６２３６２３

→データ通信用のソフトウェアであり、特にレベル→データ通信用のソフトウェアであり、特にレベルCCはは極めて信頼性が高く、極めて信頼性が高く、

DD--ATISATISややDeparture ClearanceDeparture Clearance等の管制通信用に適している。等の管制通信用に適している。

ARINCARINC６２０６２０

→→ACARSACARSによる一般的な通信に使用されるソフトウェアであり、による一般的な通信に使用されるソフトウェアであり、DD--ATISATISやや

Departure ClearanceDeparture Clearance等の管制通信には使用できない。等の管制通信には使用できない。

※※データリンクソフトウェアの搭載種類は航空会社・機種によって異なる。データリンクソフトウェアの搭載種類は航空会社・機種によって異なる。

北京空港のDATALINK DCL
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北京空港のDATALINK DCL

JALJALグループ機材のグループ機材のARINCARINC６２３６２３搭載状況搭載状況

B747FDU (FMSB747FDU (FMS装備機）：装備機）：1919機機

B747B747‐‐400F400F：：22機機

B767B767‐‐300ER300ER：：1414機機

B777B777‐‐200ER200ER：：1111機機

B777B777‐‐300ER300ER：：44機機

（（20052005年年1212月月2828日現在）日現在）
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北京空港のDATALINK DCL

DATALINK DCLDATALINK DCLのメリットのメリット

VHFVHF周波数の混雑緩和・出発遅延の削減周波数の混雑緩和・出発遅延の削減

確実な情報伝達確実な情報伝達 （コミュニケーション・エラーの防止）（コミュニケーション・エラーの防止）

交信内容の視覚による確認交信内容の視覚による確認

管制官のワークロード軽減管制官のワークロード軽減

→→ワンクリックで端末からワンクリックで端末からDeparture ClearanceDeparture Clearanceをを航空機に送付できる。航空機に送付できる。

運航乗務員のワークロード軽減運航乗務員のワークロード軽減

→→Departure ClearanceDeparture Clearanceを取得しながら他の出発作業が可能となる。を取得しながら他の出発作業が可能となる。
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北京空港のDATALINK DCL

DATALINK DCLDATALINK DCLを導入している空港を導入している空港

東南アジア東南アジア

ヨーロッパヨーロッパ

→→ロンドン、フランクフルトロンドン、フランクフルト などなど

→香港（深夜帯は除く）、→香港（深夜帯は除く）、 バンコクバンコク などなど
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北京空港のDATALINK DCL

北京空港の試験的導入について北京空港の試験的導入について

主催者：主催者：CAACCAAC（（中国当局）、中国当局）、SITA*SITA*

**航空用のデータ通信プロバイダー航空用のデータ通信プロバイダー

参加エアライン：日本航空、モンゴル航空、中国国際航空など参加エアライン：日本航空、モンゴル航空、中国国際航空など

使用機材：使用機材：ARINC 623ARINC 623をを搭載した搭載したB777B777--300ER300ER
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北京空港のDATALINK DCL

DATALINK DCLDATALINK DCLの手順の手順 （航空機側）（航空機側）

１．１．Departure ClearanceDeparture Clearanceのの要求要求 （出発（出発1010分前分前 ））

MCDUMCDU上の上のDeparture Clearance Request Departure Clearance Request 画面を立ち上げ、必要な画面を立ち上げ、必要な

運航情報を入力し、運航情報を入力し、RequestRequestを管制塔に送信する。を管制塔に送信する。

・・ATISATIS情報情報

・スポット番号・スポット番号

※※便名、出発地、目的地の情報は便名、出発地、目的地の情報は

自動的に表示される。自動的に表示される。
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北京空港のDATALINK DCL

２．Stand by Messageの受信

管制塔で管制塔でDeparture Clearance RequestDeparture Clearance Requestがが受信されたことを知らせる受信されたことを知らせる

メッセージメッセージ
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北京空港のDATALINK DCL

３．Reject Messageの受信

通信トラブルなどの理由により、通信トラブルなどの理由により、Departure Clearance RequestDeparture Clearance Requestが管制塔のが管制塔の
システムに受理されなかった場合はシステムに受理されなかった場合はReject MessageReject Messageが送られてくる。が送られてくる。
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北京空港のDATALINK DCL

４．Clearance Messageの受信

出発前の管制承認（出発前の管制承認（Departure Clearance MessageDeparture Clearance Message））を管制塔からを管制塔から

受信する。受信する。
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北京空港のDATALINK DCL

５．Clearance Messageの確認行為(通称：Read back)

６．Read backに対する承認を管制官から受けて出発！

→→MCDUMCDU画面の画面のACCEPTACCEPTアイコンを押すと管制官にアイコンを押すと管制官にClearance Clearance 
MessageMessageの確認行為が知らされる。の確認行為が知らされる。
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北京空港のDATALINK DCL

７．VHF通信によるDeparture Clearanceの取得

試験的な運用であるため、試験的な運用であるため、DatalinkDatalink DCLDCLは有効でない。は有効でない。

従って、本運用までは通常の方法で正式な従って、本運用までは通常の方法で正式なClearanceClearanceを取得しを取得し
て出発する（て出発する（ClearanceClearanceの内容はの内容はDatalinkDatalink DCLDCLと同様）。と同様）。
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北京空港のDATALINK DCL

トライアルの評価トライアルの評価

１．１．DCLDCLの所要時間の所要時間

Departure Clearance RequestDeparture Clearance Requestのの送信から管制官の送信から管制官のConfirmationConfirmation受信まで受信まで

平均時間平均時間 5.95.9分分

最短記録最短記録 33分分

２．トライアル参加者の声２．トライアル参加者の声

大多数の参加者は「簡単で便利」！！大多数の参加者は「簡単で便利」！！
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北京空港のDATALINK DCL

今後の展開今後の展開

最新鋭機の最新鋭機のB777B777--300ER300ERが就航しているフランクフルト空港でが就航しているフランクフルト空港でDatalink Datalink DCLDCL
のトライアルを継続する予定のトライアルを継続する予定
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北京空港のDATALINK DCL
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